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　1960年原子力の平和利用に先立って、自然豊かな多摩丘陵の一角（川崎市麻生区王禅寺地区）に原
子力研究所（TRIGA-II型研究用原子炉）を建設し、日本全国の研究者・技術者に門戸を開放してきまし
た。現在、原子炉は廃止措置中ですが、長年の原子炉の運転･管理、教育･研究における貴重な成果など、
無類の経験や実績を残して今なお社会に貢献しています。

「原子炉の安全性に関る研究」
　原子炉の運転や施設の稼
動状況の監視をバックアッ
プすることによって事故発
生を未然に防止し、万一の
事故時には放出される放射
線量および風向・風速の気
象データを取り込んで、施
設外への影
響を最小限
に抑える情
報を提供し
ます。

都市で学ぶ、

都市で育む、

都市で築く

都心に近い利便性

と、勉学には最適の

閑静な環境でかけが

えのない日々をすご

すことができます。

「中性子放射化分析法の
広域にわたる利用開発」

　原子炉の中性子を利用し、
多数の元素を非常に高感度
で分析します。工学・医学・
生物・電子工学・環境・考古学
などの分野で、ppm（百万分
の一）からppb（十億分の一）
レベルの濃
度まで、独
自の解析シ
ステムで分
析します。

「がん治療に関する研究実績」
　ホウ素中性子捕捉療法に
より1977年～1989年に、
100件以上のがん患者さん
の照射治療を行いました。
国内外の研究の高度化に大
きな貢献をしてきました。

「原子炉運転実習」
　1963年1月の初臨界後、
大学や産業界から人材教育、
運転訓練、炉物理実習が盛
んに行われました。また他
大学との共同研究も始まり、
原子力産業界への人材輩出に
大きな足跡
を残してい
ます。
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